
文
化
財
調
査
委
員
会

調
査
目
録
及
び
解
題

曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
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ષ
ྛ
ࣉ
（
続
）
に
か
ほ
市
院
内

字
城
前
七
五
（
令
和
元
年
九
月
一
二
日
調
査
）

ợ
จ

ॻ
Ụ

�02

〈
何
領
・
何
寺
領ŋ

何
社
領
〉
村
々
甘
蔗
作
り

高
砂
糖
作
高
書
付

一
冊

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
二
月
、
勘
定
所
宛
。
文

化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
か
ら
文
政
元
（
一
八
一

八
）
年
に
わ
た
る
三
ヵ
年
の
甘
蔗
植
付
高
な
ら
び
に

砂
糖
類
製
作
高
を
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
二
月

に
申
告
す
る
内
容
の
届
書
の
雛
形
。
末
尾
に
「
向
々

書
割
候
名
面
之
儀
者
都
而
先
格
之
通
當
人
又
者
役
人

家
来
等
名
面
ニ
而
書
割
候
ト
モ
不
苦
候
事
」
と
書
す

添
紙
有
り
。

�03

御
触
写

状
一
通

寅
年
（
文
政
元
年
）
一
〇
月
～
卯
年
（
文
政
二

年
）
閏
四
月
。
御
触
書
類
を
写
し
貼
り
合
わ
せ
る
。

貼
り
合
わ
せ
部
に
は
割
印
有
り
。

⑴

御
触

　
　
文
政
元
年
一
〇
月
。
東
海
道
酒
匂
川
越
立
人
足

賃
銭
割
増
并
中
山
道
安
中
外
四
ヶ
宿
人
馬
賃
銭
割

増
の
旨
。

⑵

御
触

　
　
文
政
元
年
一
二
月
二
四
日
。
達
姫
君
様
御
逝
去

ニ
付
鳴
物
は
三
日
停
止
の
旨
。

⑶

御
触

　
　
文
政
元
年
一
二
月
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

正
月
よ
り
文
政
元
年
一
二
月
ま
で
の
道
中
筋
宿
の

人
馬
賃
銭
割
増
に
つ
き
、
宿
の
困
窮
難
儀
に
よ
り

明
年
正
月
か
ら
一
〇
年
間
、
東
海
道
は
品
川
よ
り

守
口
ま
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
人
馬
賃
銭
を
二
割
増

と
し
、
中
山
道
は
板
橋
か
ら
守
山
ま
で
、
美
濃

路
・
日
光
道
中
は
千
住
か
ら
鉢
石
ま
で
、
幣
使

道
・
御
成
通
・
壬
生
通
・
水
戸
佐
倉
通
、
甲
州
道

中
は
内
藤
新
宿
か
ら
下
諏
訪
ま
で
、
奥
州
道
中
は

白
沢
か
ら
白
川
ま
で
一
割
五
分
増
と
す
る
旨
。
な

お
副
達
と
し
て
東
海
道
小
田
原
宿
よ
り
坂
ノ
下
宿

ま
で
の
九
宿
に
つ
い
て
は
別
し
て
困
窮
の
た
め
、

五
年
に
わ
た
り
更
に
三
割
増
と
し
都
合
五
割
増
、

中
山
道
守
山
宿
も
五
年
に
わ
た
り
更
に
三
割
五
分

増
と
し
都
合
五
割
増
、
奥
州
道
中
の
喜
連
川
宿
は

更
に
三
割
増
と
し
都
合
四
割
五
分
と
す
る
旨
の
申

し
渡
し
。

⑷

御
触

　
　
文
政
元
年
一
二
月
。
貨
幣
改
鋳
に
よ
り
瑕
金
を
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れ
達
す
べ
き
こ
と
。
尾
に
関
三
刹
鑑
司
か
ら
の
副

達
と
し
て
永
平
寺
五
四
世
博
容
卍
海
（
一
八
二
一

寂
）
が
文
政
二
年
閏
四
月
二
日
、
大
運
法
乘
禅
師

の
勅
号
を
賜
り
同
月
八
日
に
御
礼
参
内
を
済
ま
せ

た
こ
と
。
ま
た
関
三
刹
の
住
持
、
大
中
寺
犀
門
透

明
和
尚
、
龍
穏
寺
縁
産
大
固
和
尚
、
總
寧
寺
惠
帆

智
海
和
尚
の
名
を
支
配
下
僧
侶
に
相
い
触
れ
る
べ

き
こ
と
を
記
す
。

�04

禅
林
寺
山
門
材
木
買
入
覚

横
帳
一
冊

文
政
三
年
二
月

覚
と
し
て
当
寺
山
門
建
立
の
た
め
の
材
木
買
入
の

記
録
。
金
高
と
売
元
の
名
を
列
記
す
。

�05

山
門
金
銭
欠
払
覚
帳

横
帳
一
冊

文
政
三
年
二
月

山
門
建
立
の
た
め
の
金
子
と
名
前
と
用
途
を
払
済

と
未
払
と
に
分
け
て
列
記
す
る
。

�0�

御
触
写

状
一
通

辰
年
（
文
政
三
年
〈
一
八
二
〇
〉）
六
月
～
一
〇

月
。
以
下
の
御
触
書
を
巻
紙
に
写
す
。
後
欠
。

⑴

御
触

　
　
文
政
三
年
六
月
。
文
政
二
年
か
ら
鋳
造
さ
れ
た

文
政
小
判
に
続
き
、
文
政
三
年
五
月
よ
り
始
ま
る

草
文
丁
銀
（
文
政
丁
銀
）
の
吹
替
え
に
つ
い
て
の

触
書
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
五
九
七
一
に
所

引
き
替
え
る
旨
。
小
判
・
一
分
判
・
二
朱
判
は
渡

さ
ず
、
二
分
判
を
無
代
に
て
引
き
替
え
る
こ
と
。

両
替
屋
の
名
を
列
記
す
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』

五
九
六
六
に
所
収
。

⑸

御
触

　
　
文
政
元
年
一
二
月
。
東
海
道
岡
部
の
外
、
三
ヶ

宿
（
浜
松
宿
、
吉
田
宿
、
土
山
宿
）
と
富
士
川
宿

に
つ
い
て
人
馬
賃
銭
并
に
富
士
川
船
賃
銭
割
増
す

る
旨
。
向
こ
う
五
ヵ
年
五
割
増
と
す
る
旨
の
奥
書

有
り
。

⑹

御
触

　
　
文
政
二
年
正
月
。
姫
君
御
誕
生
し
表
向
に
は
披

露
さ
れ
な
い
が
、
名
を
永
姫
君
様
と
称
す
る
旨
。

御
祝
儀
に
及
ば
ず
と
す
る
内
容
。
『
御
触
書
天
保

集
成
』
八
九
三
に
所
収
。

⑺

御
触

　
　
文
政
二
年
閏
四
月
。
一
昨
年
の
文
化
一
三
年
に

起
き
た
、
遊
女
召
し
連
れ
の
上
、
江
戸
よ
り
越
後

ま
で
御
関
所
外
山
越
し
た
者
の
人
相
に
つ
い
て
詳

し
く
書
す
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
六
三
九
七
に

所
収
。

⑻

関
三
刹
達
書

　
　
文
政
二
年
五
月
、
禅
林
寺
宛
。
⑺
ま
で
の
御
触

に
つ
い
て
支
配
下
の
寺
院
へ
残
ら
ず
早
々
に
相
触

収
。

⑵

御
触

　
　
文
政
三
年
七
月
。
文
政
丁
銀
の
吹
替
え
に
よ
る

引
替
え
を
同
月
二
〇
日
よ
り
は
じ
め
る
に
あ
た
っ ʪจॻʫ10� ᾇɹޚ৮
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て
具
体
的
に
指
示
す
る
内
容
。
尾
に
両
替
屋
の
名

を
列
記
す
る
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
五
九
七
二

に
所
収
。

⑶

御
触

　
　
文
政
三
年
八
月
。
東
海
道
筋
、
大
井
川
・
天
竜

川
・
安
部
川
・
富
士
川
・
相
模
川
并
に
信
州
千
曲

川
・
犀
川
を
は
じ
め
、
関
東
筋
、
利
根
川
・
江
戸

川
・
小
見
川
・
鬼
怒
川
・
荒
川
・
烏
川
・
神
流

川
、
下
野
国
稲
荷
川
・
大
谷
川
・
竹
鼻
川
・
渡
良

瀬
川
、
越
後
国
保
倉
川
・
関
川
・
阿
賀
野
川
・
魚

野
川
・
飯
田
川
・
信
濃
川
な
ど
の
河
川
の
国
役
普

請
に
つ
き
、
幕
府
領
・
私
領
・
寺
社
領
の
石
高
に

応
じ
た
国
役
金
を
村
々
よ
り
徴
収
す
る
旨
。
本
年

一
〇
月
ま
で
に
御
代
官
大
原
四
郎
右
衛
門
、
林
金

五
郎
へ
案
文
承
り
、
同
一
一
月
晦
日
ま
で
に
納
め

る
旨
。
ま
た
寺
社
領
に
つ
い
て
は
別
紙
帳
面
に
相

認
め
御
勘
定
所
へ
差
出
す
べ
き
こ
と
。
た
だ
し
末

尾
に
別
紙
案
文
に
つ
い
て
は
寺
院
に
必
要
な
く
省

略
す
る
旨
の
朱
書
き
有
り
。

⑷

御
触

　
　
文
政
三
年
八
月
二
二
日
。
貞
章
院
殿
逝
去
に
つ

き
、
鳴
物
を
今
日
よ
り
三
日
停
止
の
こ
と
。
貞
章

院
殿
は
伏
見
宮
貞
建
親
王
の
第
六
王
女
で
、
九
代

将
軍
徳
川
家
重
の
次
男
徳
川
（
清
水
）
重
好
の
内

室
、
貞
子
女
王
の
こ
と
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』

三
五
七
七
に
所
収
。

⑸

御
触

　
　
文
政
三
年
八
月
。
家
込
の
場
所
や
海
手
・
川
筋

で
の
大
造
り
の
花
火
流
星
、
い
わ
ゆ
る
打
ち
上
げ

花
火
を
禁
ず
る
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
六
四
四

三
に
所
収
。

⑹

御
触

　
　
文
政
三
年
八
月
。
度
重
な
る
倹
約
令
と
と
も

に
、
普
請
修
復
も
重
な
る
こ
と
か
ら
向
こ
う
三
ヵ

年
、
借
金
を
禁
ず
る
な
ど
い
よ
い
よ
倹
約
す
べ
き

旨
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
五
九
七
二
に
所
収
。

⑺

御
触

　
　
文
政
三
年
八
月
。
徳
川
家
斉
（
一
六
三
八
没
）

の
二
二
男
、
民
之
助
の
誕
生
を
告
知
す
る
旨
。
た

だ
し
表
向
御
祝
儀
に
及
ば
ず
と
の
こ
と
。
民
之
助

は
や
が
て
松
平
斉
善
と
な
り
、
越
前
福
井
藩
松
平

斉
承
の
養
子
と
な
り
家
督
を
相
続
す
る
。
『
御
触

書
天
保
集
成
』
九
五
三
に
所
収
。

⑻

御
触

　
　
文
政
三
年
一
〇
月
。
東
海
道
大
磯
・
袋
井
の
両

宿
、
困
窮
に
付
き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。
こ
れ

ま
で
五
年
に
わ
た
り
五
割
増
で
あ
っ
た
上
で
、
引

続
き
五
年
五
割
増
と
す
る
奥
書
有
り
。
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⑵

御
触

　
　
文
政
五
年
三
月
。
将
軍
徳
川
家
斉
（
右
大
将

様
）
が
昇
叙
転
任
（
同
年
二
月
六
日
、
従
一
位
・

左
大
臣
と
な
り
左
近
衛
大
将
を
兼
任
）
し
た
こ
と

に
と
も
な
い
、
「
内
府
様
」
と
称
す
る
旨
。

⑶

御
触

　
　
文
政
五
年
四
月
。
将
軍
徳
川
家
斉
の
子
で
、
い

ず
れ
も
文
政
二
年
に
生
ま
れ
た
永
姫
（
二
六
女

〈
一
八
七
五
没
〉）
・
直
七
郎
（
一
九
男
、
後
の

尾
張
藩
主
徳
川
斉
温
〈
一
八
三
九
没
〉）
・
徳
之

佐
（
二
〇
男
、
後
の
石
見
国
浜
田
藩
の
世
嗣
松
平

斉
良
〈
一
八
三
九
没
〉）
に
つ
い
て
、
向
後
差
上

物
な
ど
の
取
交
し
が
あ
る
こ
と
を
御
三
家
・
御
三

卿
に
告
知
す
る
旨
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
九
七

四
に
所
収
。

⑷

御
触

　
　
文
政
五
年
五
月
、
武
士
方
の
寺
社
町
方
へ
の
借

金
銀
の
返
金
が
滞
り
、
奉
行
所
よ
り
差
紙
を
遣
わ

し
て
も
評
定
所
に
家
来
も
差
し
出
さ
な
い
不
埒
の

例
も
あ
り
、
向
後
は
奉
行
所
に
て
厳
し
く
取
扱

い
、
不
埒
の
輩
は
奉
行
所
よ
り
老
中
へ
申
達
し
吟

味
す
る
旨
。
な
お
本
触
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五

九
）、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
も
既
に
相
触

て
お
り
、
以
後
は
心
得
違
い
無
き
よ
う
主
人
よ
り

急
度
申
し
付
く
べ
き
旨
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』

六
四
八
五
に
所
収
。

⑸

御
触

　
　
文
政
五
年
五
月
。
西
丸
に
て
御
男
子
誕
生
な
る

も
卯
下
刻
逝
去
に
付
き
、
普
請
鳴
物
構
い
無
き
よ

う
達
す
る
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
三
六
四
九
に

所
収
。

⑹

御
触

　
　
文
政
五
年
六
月
九
日
。
道
中
筋
の
貫
目
改
所
に

て
宿
次
荷
物
の
扱
を
改
め
、
御
定
賃
銭
に
よ
る
継

立
て
の
上
、
人
足
は
貫
目
に
応
じ
て
賃
銭
請
け
取

る
に
あ
た
り
、
払
立
人
数
が
増
え
れ
ば
賃
銭
が
減

り
、
減
れ
ば
人
数
を
借
り
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

あ
く
ま
で
貫
目
次
第
た
る
べ
き
旨
。

⑺

御
触

文
政
五
年
六
月
一
三
日

　
　
直
七
郎
殿
（
将
軍
徳
川
家
斉
の
一
九
男
）、
尾

張
殿
（
徳
川
斉
朝
〈
一
八
五
〇
没
〉）
の
養
子
と

な
る
旨
。
後
に
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
八
月

一
五
日
、
徳
川
斉
温
と
し
て
家
督
を
相
続
す
る
。

⑻

御
触

　
　
文
政
五
年
六
月
二
一
日
。
将
軍
徳
川
家
斉
の
二

五
女
で
あ
る
喜
代
姫
（
一
八
六
八
没
）
が
、
姫
路

藩
主
酒
井
雅
楽
頭
（
忠
実
〈
一
八
四
八
没
〉）
の

養
子
与
四
郎
（
後
の
酒
井
忠
学
〈
一
八
四
四

⑼

御
触

　
　
文
政
三
年
一
〇
月
。
甲
州
道
中
駒
木
野
・
小
仏

の
両
宿
、
困
窮
に
付
き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。

こ
れ
ま
で
一
〇
年
に
わ
た
り
一
割
五
分
増
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
、
本
年
正
月
よ
り
一
〇
年
間
三
割
増
と

し
都
合
四
割
五
分
と
す
る
奥
書
有
り
。

�0�

大
中
寺
鑑
司
書
状

状
一
通

巳
年
（
文
政
四
年
〈
一
八
二
一
〉
ヵ
）。
途
中
欠

か
。
二
陳
有
り
。
羽
州
仁
賀
保
禅
林
寺
大
函
丈
并
配

末
諸
寺
院
大
方
丈
各
下
宛
。
文
化
一
二
年
（
一
八
一

五
）
二
月
一
八
日
、
大
中
寺
（
栃
木
市
大
平
町
西
山

田
）
が
火
災
に
よ
っ
て
諸
堂
焼
失
し
、
更
に
本
山
輪

住
も
重
な
る
こ
と
か
ら
伽
藍
造
営
な
ら
び
に
仏
具
法

器
新
調
の
た
め
勧
化
助
力
を
請
う
旨
。
勧
化
依
頼
の

記
事
よ
り
年
代
比
定
。

�0�

御
触
写

状
一
通

午
年
（
文
政
五
年
〈
一
八
二
二
〉）
閏
正
月
～
九

月
。
以
下
の
御
触
書
を
巻
紙
に
写
す
。

⑴

御
触

　
　
文
政
五
年
閏
正
月
。
奧
州
道
中
氏
家
・
大
田
原

の
両
宿
、
困
窮
に
付
き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。

こ
れ
ま
で
一
〇
年
に
わ
た
り
一
割
五
分
増
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
、
本
年
よ
り
六
ヵ
年
三
割
増
と
し
都
合

四
割
五
分
と
す
る
奥
書
有
り
。
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没
〉）
に
御
縁
組
と
な
っ
た
旨
。

⑼

御
触

　
　
文
政
五
年
六
月
二
八
日
。
将
軍
徳
川
家
斉
の
二

〇
男
で
あ
る
徳
之
佐
（
後
の
石
見
国
浜
田
藩
の
世

嗣
松
平
斉
良
）
が
、
上
野
国
館
林
藩
松
平
右
近
将

監
（
松
平
斉
厚
）
の
婿
養
子
と
な
る
旨
。
松
平
斉

厚
（
一
八
三
九
没
）
は
当
時
寺
社
奉
行
で
、
松
平

武
厚
と
名
乗
っ
て
い
た
が
同
日
辞
任
し
、
家
斉
よ

り
偏
諱
を
受
け
斉
厚
と
な
る
。

⑽

御
触

　
　
文
政
五
年
七
月
八
日
。
老
中
土
井
大
炊
頭
（
利

厚
）
卒
去
に
付
き
、
鳴
物
今
八
日
よ
り
三
日
間
停

止
の
こ
と
。

⑾

御
触

　
　
文
政
五
年
七
月
八
日
。
寺
社
奉
行
で
あ
っ
た
石

見
国
浜
田
藩
主
の
松
平
康
任
（
一
八
四
一
没
）
が

大
坂
城
代
に
任
ぜ
ら
れ
た
旨
。

⑿

御
触

　
　
文
政
五
年
七
月
一
二
日
。
寺
社
奉
行
に
駿
河
田

中
藩
主
の
本
多
豊
前
守
（
正
意
〈
一
八
二
九

没
〉）
が
任
ぜ
ら
れ
た
旨
。

⒀

御
触

　
　
文
政
五
年
七
月
一
七
日
。
寺
社
奉
行
に
遠
江
国

掛
川
藩
主
の
太
田
摂
津
守
（
資
始
〈
一
八
六
七

没
〉）
が
任
ぜ
ら
れ
た
旨
。

⒁

御
触

　
　
文
政
五
年
七
月
。
安
芸
・
周
防
・
長
門
な
ど
一

三
ヵ
国
で
作
ら
れ
た
菜
種
を
、
向
後
大
坂
表
へ
積

廻
す
こ
と
を
差
し
止
め
、
摂
州
兵
庫
津
へ
新
規
引

き
受
け
さ
せ
る
旨
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
六
一

三
〇
に
所
収
。

⒂

御
触

　
　
文
政
五
年
七
月
。
水
油
が
高
値
に
て
難
儀
に
付

き
、
先
年
の
御
触
の
通
り
、
手
作
手
絞
以
外
の
他

の
絞
種
を
買
い
受
け
た
り
、
余
剰
分
を
大
坂
油
問

屋
に
廻
し
て
勝
手
に
売
り
さ
ば
く
こ
と
を
禁
ず
る

旨
。
御
代
官
、
領
主
、
地
頭
よ
り
触
れ
る
べ
き
こ

と
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
六
一
三
一
に
所
収
。

⒃

御
触

　
　
文
政
五
年
九
月
。
水
油
の
手
作
手
絞
の
余
剰
分

を
大
坂
油
問
屋
に
廻
す
こ
と
に
つ
い
て
、
前
項
の

通
り
七
月
時
点
で
禁
じ
た
が
、
こ
の
た
び
は
大
坂

油
問
屋
に
廻
す
べ
き
こ
と
。
『
御
触
書
天
保
集

成
』
六
一
三
二
に
所
収
。

⒄

御
触

　
　
文
政
五
年
八
月
。
越
後
国
保
倉
川
、
関
川
、
阿

賀
野
川
、
魚
野
川
、
飯
田
川
、
信
濃
川
通
の
普
請

入
用
の
国
役
百
石
に
付
き
、
銀
二
八
匁
七
分
ず
つ

掛
か
る
所
、
一
〇
分
の
一
は
公
儀
御
取
替
金
と
す

る
旨
告
知
し
、
一
〇
月
中
ま
で
に
代
官
平
岩
左

膳
、
野
田
斧
吉
ま
で
案
文
承
合
せ
一
一
月
晦
日
ま

で
に
納
む
べ
き
こ
と
。
ま
た
寺
社
領
に
つ
い
て
は

別
紙
帳
面
に
相
認
め
御
勘
定
所
へ
差
出
す
べ
き
こ

と
。
た
だ
し
末
尾
に
別
紙
案
文
に
つ
い
て
は
寺
院

に
必
要
な
く
省
略
す
る
旨
の
朱
書
き
有
り
。

⒅

御
触

　
　
文
政
五
年
八
月
。
将
軍
徳
川
家
斉
の
二
四
男
の

誕
生
を
伝
え
、
松
平
富
八
郎
と
称
す
る
旨
。
御
祝

儀
等
申
し
上
ぐ
る
に
及
ば
ず
と
の
こ
と
。
『
御
触

書
天
保
集
成
』
九
八
一
に
所
収
。

⒆

御
触

　
　
文
政
五
年
八
月
。
関
八
州
研
屋
触
頭
で
あ
る
佐

柄
木
彌
太
郎
の
配
下
で
出
方
不
行
届
の
故
、
心
得

違
い
に
よ
り
出
仕
し
な
い
も
の
が
い
る
。
必
ず
や

出
仕
の
上
同
人
の
差
図
を
受
け
る
べ
き
こ
と
。
末

尾
に
九
月
三
日
付
で
判
列
に
同
年
老
中
に
就
任
し

た
松
平
和
泉
守
（
乗
寛
〈
一
八
三
九
没
〉）
が
加

わ
る
旨
の
奥
書
有
り
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
六

四
三
三
に
所
収
。

⒇

御
触

　
　
文
政
五
年
九
月
。
水
油
の
手
作
手
絞
の
余
剰
分

を
大
坂
油
問
屋
に
相
廻
す
べ
き
と
し
た
同
年
七
月
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天
明
和
尚
禅
室
宛
。
権
右
中
弁
は
清
閑
寺
共
福
（
一

八
三
九
没
）。
前
項
�0�
の
瑞
世
に
と
も
な
う
も
の
。

���

関
寺
御
触
掟
条
々

一
冊

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
八
月
一
六
日
～
文
政
六

年
五
月

��2

龍
穏
寺
・
總
寧
寺
鑑
司
達

状
一
通
　
　

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
六
月
、
羽
州
仁
賀
保
禅

林
寺
宛
。
本
年
、
能
州
本
山
惣
持
寺
開
祖
国
師
五
百

回
遠
忌
に
相
当
す
る
も
、
先
年
の
大
中
寺
の
回
禄

後
、
諸
寺
院
格
別
の
勧
力
に
よ
り
本
堂
再
建
の
と
こ

ろ
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
六
月
七
日
、
後
山

崩
れ
本
堂
再
建
が
失
墜
し
た
こ
と
を
う
け
、
諸
堂
含

め
て
再
建
の
金
子
は
七
八
割
は
納
め
ら
れ
る
も
出
化

に
よ
る
免
除
も
あ
り
、
惣
持
寺
遠
忌
勧
化
も
重
な
り

難
渋
を
来
す
こ
と
か
ら
、
遠
忌
執
行
の
延
引
を
願
う

旨
。

��3

当
寺
廿
九
世
台（

臺
）州

隠
居
和
尚
香
奠
謝
誼
請
払
帳

横
帳
一
冊

仏
門
洞
宗
記

文
政
七
年
九
月
四
日

当
寺
二
九
世
臺
州
畫
橋
（
一
八
二
四
寂
）
の
本
葬

に
つ
い
て
香
奠
及
び
入
用
の
記
録
。
ま
た
本
葬
当
日

及
び
前
日
の
献
立
を
詳
細
に
記
録
し
更
に
謝
誼
・
遺

物
の
覚
書
。
洞
宗
は
同
三
二
世
（
一
八
六
三
寂
）。

��4

乍
恐
以
書
付
奉
歎
願
候
（
控
）

状
一
通
　
　

文
政
七
年
一
〇
月
、
羽
州
由
利
郡
院
内
村
禅
林
寺

嗣
元
よ
り
関
御
三
箇
寺
御
役
者
中
宛
。
嗣
元
は
当
寺

三
一
世
嗣
元
白
胤
（
一
八
二
七
寂
）。
地
頭
役
所
よ

り
奥
羽
両
国
の
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
か
ら
一

〇
年
間
の
首
座
職
を
勤
め
た
僧
侶
、
衆
寮
寺
院
、
法

幢
師
等
を
告
達
す
る
に
あ
た
り
、
拙
寺
に
つ
い
て
心

得
違
が
あ
り
、
平
沢
村
龍
雲
寺
、
大
砂
川
村
龍
泉
寺

に
つ
い
て
結
制
興
行
な
ど
の
面
に
お
い
て
触
達
や
掟

を
守
る
べ
き
こ
と
を
踏
ま
え
容
認
を
願
う
旨
。

��5

禅
林
寺
役
寮
廻
状

状
一
通
　
　

酉
年
（
文
政
八
年
）
〈
一
八
二
五
〉
八
月
一
一

日
、
禅
林
寺
役
寮
よ
り
龍
雲
寺
外
一
〇
ヶ
寺
宛
。

「
台
州
和
尚
一
周
忌
、
徹
宗
和
尚
七
回
忌
」
を
告
知

す
る
。
台
州
は
当
寺
二
九
世
臺
州
畫
橋
（
一
八
二
四

寂
）、
徹
宗
は
当
寺
三
〇
世
鉄
宗
智
牛
（
一
八
一
九

寂
）。

���

□（
演
）達

一
冊

文
政
八
年

禅
林
寺
役
寮
よ
り
□（
配
）下

諸
寺
院
宛
。

上
部
欠
の
た
め
内
容
不
詳
な
が
ら
何
ら
か
の
御
祝
賀

上
納
に
つ
い
て
各
寺
院
の
金
額
な
ら
び
に
押
印
が
あ

る
。

���

御
触
写

状
一
通

以
下
の
御
触
書
を
巻
紙
に
写
す
。

⑴

御
触

の
御
触
と
同
様
で
あ
る
こ
と
。
⒃
項
と
同
。
『
御

触
書
天
保
集
成
』
六
四
三
二
に
所
収
。

�

御
触

　
　
文
政
五
年
九
月
。
中
山
道
長
窪
宿
、
困
窮
に
付

き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
一
〇
年
に

わ
た
り
一
割
五
分
増
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
本
年
九

月
よ
り
六
ヵ
年
三
割
増
と
し
都
合
四
割
五
分
と
す

る
奥
書
有
り
。

�

関
三
刹
達
書

　
　
文
政
五
年
一
一
月
。
関
三
刹
の
署
名
押
印
に
て

禅
林
寺
宛
の
奥
書
有
り
、
�
項
ま
で
の
公
儀
御
触

を
支
配
下
寺
院
へ
相
触
れ
る
べ
き
旨
。
更
に
関
三

箇
寺
鑑
司
に
よ
る
副
達
有
り
、
永
平
寺
五
五
世
縁

産
大
因
（
一
八
二
五
寂
）
が
天
臨
高
長
禅
師
の
勅

号
を
蒙
り
御
礼
参
が
済
ん
だ
旨
、
関
三
刹
の
各
寺

住
職
名
を
記
し
て
支
配
下
寺
院
に
申
達
す
べ
き

旨
。

�0�

永
平
寺
瑞
世
請
疏

状
一
通
　
　

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
三
月
一
九
日
、
見
住
大

因
よ
り
蔵
昌
寺
天
明
和
尚
宛
。
天
明
は
蔵
昌
寺
（
由

利
本
荘
市
土
倉
字
名
高
下
）
一
五
世
で
当
寺
三
四
世

の
天
明
智
眼
（
一
八
七
九
寂
）。

��0

仁
孝
天
皇
綸
旨

状
一
通
　
　

文
政
六
年
三
月
二
八
日
、
権
右
中
弁
よ
り
蔵
昌
寺
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文
政
八
年
七
月
。
恒
之
丞
殿
、
千
三
郎
殿
、
松

菊
殿
に
つ
い
て
向
後
は
差
上
物
を
取
り
交
わ
す
こ

と
を
認
め
る
旨
、
御
三
家
御
三
卿
そ
の
他
に
達
せ

ら
る
べ
き
こ
と
。
恒
之
丞
は
将
軍
徳
川
家
斉
の
二

一
男
で
後
の
紀
州
藩
主
徳
川
斉
彊
（
一
八
四
九

没
）。
千
三
郎
は
徳
川
家
斉
の
二
二
男
で
後
の
福

井
藩
主
松
平
斉
善
（
一
八
三
八
没
）。
松
菊
殿
は

徳
川
家
斉
の
二
三
男
で
後
の
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
斉

裕
（
一
八
六
八
没
）。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
一

〇
〇
〇
に
所
収
。

⑵

御
触

　
　
文
政
八
年
八
月
。
一
橋
一
位
殿
、
宣
下
に
付
き

向
後
は
一
橋
儀
同
殿
と
称
す
べ
き
こ
と
。
御
三
卿

一
橋
家
の
徳
川
治
済
（
一
八
二
七
没
）
が
准
大
臣

宣
下
に
付
き
唐
名
の
「
儀
同
」
と
称
す
る
旨
。
徳

川
治
済
は
将
軍
徳
川
家
斉
の
実
父
。
『
御
触
書
天

保
集
成
』
一
〇
〇
一
に
所
収
。

⑶

御
触

　
　
文
政
八
年
八
月
。
葵
紋
所
に
つ
い
て
明
和
五

（
一
七
六
八
）
年
に
御
三
家
の
菩
提
寺
で
寄
附
さ

れ
た
物
以
外
に
は
使
用
を
厳
し
く
禁
じ
な
が
ら

も
、
猥
り
に
用
い
る
事
例
が
あ
り
寛
政
年
間
に
厳

し
く
禁
じ
た
よ
う
に
、
今
般
も
葵
紋
所
を
寄
附
物

以
外
の
提
灯
に
附
け
る
こ
と
を
禁
じ
、
向
後
用
い

た
場
合
に
は
本
寺
、
触
頭
等
も
沙
汰
に
及
ぶ
と
の

こ
と
、
配
下
寺
院
に
申
し
渡
す
べ
き
旨
。

⑷

御
触

　
　
文
政
八
年
九
月
。
一
昨
年
よ
り
触
出
し
た
る
東

海
道
筋
大
井
川
、
天
龍
川
、
安
倍
川
、
富
士
川
、

相
模
川
並
び
に
信
州
千
曲
川
、
犀
川
通
、
及
び
関

東
筋
、
利
根
川
・
江
戸
川
・
小
見
川
・
鬼
怒
川
・

荒
川
・
烏
川
・
神
流
川
、
下
野
国
稲
荷
川
・
大
谷

川
・
竹
鼻
川
・
渡
良
瀬
川
、
越
後
国
保
倉
川
・
関

川
・
阿
賀
野
川
・
魚
野
川
・
飯
田
川
・
信
濃
川
通

の
河
川
の
国
役
普
請
に
つ
き
、
百
石
に
付
き
銀
二

九
匁
九
分
ず
つ
掛
か
る
こ
と
を
記
し
、
幕
府
領
・

私
領
・
寺
社
領
の
石
高
に
応
じ
た
国
役
金
を
村
々

よ
り
徴
収
す
る
旨
。
当
年
閏
一
〇
月
ま
で
に
御
代

官
傳
田
帯
刀
、
□
本
兵
太
郎
方
へ
案
文
承
け
合
わ

せ
、
同
一
一
月
晦
日
ま
で
に
納
む
べ
き
旨
。
ま
た

寺
社
領
に
つ
い
て
は
別
紙
帳
面
に
相
認
め
御
勘
定

所
へ
差
出
す
べ
き
こ
と
。
た
だ
し
末
尾
に
別
紙
案

文
に
つ
い
て
は
寺
院
に
必
要
な
く
省
略
す
る
旨
の

朱
書
き
有
り
。

⑸

御
触

　
　
文
政
八
年
一
〇
月
。
田
安
殿
御
簾
中
逝
去
に
付

き
、
鳴
物
今
日
よ
り
三
日
間
停
止
の
こ
と
。
田
安

家
御
簾
中
は
御
三
卿
田
安
家
徳
川
斉
匡
（
一
八
四

八
没
）
の
室
で
、
閑
院
宮
美
仁
親
王
の
第
一
王
女

裕
宮
貞
子
女
王
（
一
八
二
五
没
）。
『
御
触
書
天

保
集
成
』
三
六
八
四
に
所
収
。

⑹

御
触

　
　
文
政
八
年
一
〇
月
。
東
海
道
大
磯
宿
、
袋
井

宿
、
困
窮
に
付
き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。
こ
れ

ま
で
五
年
に
わ
た
り
五
割
増
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

本
年
一
〇
月
よ
り
五
ヵ
年
こ
れ
ま
で
通
り
五
割
増

と
す
る
奥
書
有
り
。

⑺

御
触

　
　
文
政
八
年
一
二
月
。
諸
国
酒
造
に
つ
い
て
、
休

株
の
者
そ
の
他
生
業
と
し
て
い
な
い
者
の
酒
造
を

認
め
て
い
た
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
御
触

を
撤
回
し
て
禁
ず
る
旨
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』

六
一
六
一
に
所
収
。

⑻

御
触

　
　
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
二
月
一
日
。
米
姫
君

に
つ
い
て
向
後
は
御
本
丸
御
子
様
片
と
同
様
に
差

上
物
を
取
り
交
わ
す
こ
と
を
認
め
る
旨
、
御
三
家

御
三
卿
そ
の
他
に
達
せ
ら
る
べ
き
こ
と
。
米
姫
君

は
徳
川
家
斉
の
次
男
の
徳
川
家
慶
の
四
女
米
姫

（
一
八
二
九
没
）。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
一
〇

一
五
に
所
収
。

⑼

御
触



― ��� ―

わ
た
り
四
割
増
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
本
年
三
月
よ

り
五
ヵ
年
こ
れ
ま
で
通
り
四
割
増
と
す
る
奥
書
有

り
。

⒀

御
触

　
　
文
政
九
年
三
月
。
東
海
道
掛
川
宿
、
困
窮
に
付

き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
五
年
に
わ

た
り
五
割
増
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
本
年
三
月
よ
り

五
ヵ
年
こ
れ
ま
で
通
り
五
割
増
と
す
る
奥
書
有

り
。

⒁

御
触

文
政
九
年
三
月

　
　
西
丸
姫
君
御
誕
生
の
処
、
御
弘
は
さ
れ
ず
、
御

名
を
暉
姫
君
と
称
す
る
と
し
、
表
向
御
祝
儀
等
に

及
ば
ず
と
の
旨
。
暉
姫
は
徳
川
家
慶
の
六
女
暉
姫

（
一
八
四
〇
没
）。
御
三
卿
の
田
安
家
徳
川
慶
頼

と
婚
約
す
る
も
若
く
し
て
死
去
す
る
。
『
御
触
書

天
保
集
成
』
一
〇
一
八
に
所
収
。

⒂

御
触

　
　
文
政
九
年
七
月
八
日
。
能
登
守
卒
去
に
付
き
、

今
八
日
よ
り
鳴
物
一
〇
日
間
停
止
の
旨
。
能
登
守

は
美
濃
国
岩
村
藩
主
松
平
乗
保
で
、
当
時
西
丸
老

中
在
職
中
。

⒃

御
触

　
　
文
政
九
年
七
月
十
六
日
。
咸
姫
君
様
御
病
の

処
、
御
養
生
叶
わ
ず
逝
去
の
旨
。
御
機
嫌
伺
に
及

　
　
文
政
九
年
二
月
。
古
金
銀
通
用
に
つ
い
て
本
年

三
月
よ
り
停
止
の
と
こ
ろ
引
替
残
が
あ
り
ま
た
遠

国
渡
海
の
通
路
不
自
由
の
場
所
で
の
引
替
残
が
あ

る
こ
と
か
ら
来
年
正
月
ま
で
古
金
銀
通
用
し
、
二

月
以
降
停
止
す
べ
き
こ
と
。
『
御
触
書
天
保
集

成
』
五
九
八
八
に
所
収
。

⑽

御
触

　
　
文
政
九
年
二
月
。
西
丸
姫
君
様
、
御
男
子
様
御

誕
生
の
処
、
御
弘
は
さ
れ
ず
、
御
名
を
咸
姫
君
、

松
平
春
之
丞
様
と
称
す
る
と
し
、
表
向
御
祝
儀
等

に
及
ば
ず
と
の
旨
。
咸
姫
は
徳
川
家
慶
の
五
女
咸

姫
、
松
平
春
之
丞
は
六
男
（
一
八
二
七
没
）。

『
御
触
書
天
保
集
成
』
一
〇
一
六
に
所
収
。

⑾

御
触

　
　
文
政
九
年
三
月
。
松
平
民
部
大
輔
卒
去
に
と
も

な
い
公
方
様
定
式
の
御
忌
に
服
し
、
内
府
様
は
定

式
半
減
の
御
忌
に
服
す
と
の
こ
と
。
松
平
民
部
大

輔
は
徳
川
家
斉
の
一
三
男
で
因
幡
国
鳥
取
藩
の
世

嗣
と
な
る
も
若
く
し
て
死
去
し
た
池
田
斉
衆
（
一

八
二
七
没
）。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
三
七
〇
三

に
所
収
。

⑿

御
触

　
　
文
政
九
年
三
月
。
中
山
道
河
渡
宿
、
困
窮
に
付

き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
一
〇
年
に
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ば
ず
、
普
請
鳴
物
も
構
い
無
き
の
旨
。
咸
姫
君
は

前
項
の
徳
川
家
慶
の
五
女
。
『
御
触
書
天
保
集

成
』
三
七
一
〇
に
所
収
。

⒄

関
三
刹
達
書

　
　
八
月
二
〇
日
。
以
上
の
御
触
を
支
配
下
寺
院
に

残
ら
ず
達
す
べ
き
こ
と
。
関
三
刹
の
印
あ
る
も
大

中
寺
は
印
無
く
「
就
故
障
無
加
印
」
と
あ
る
。

���

〔
御
触
写
〕

状
一
通

以
下
の
御
触
書
を
巻
紙
に
写
す
。
分
断
し
て
お
り

前
後
欠
。

⑴

御
触

　
　
文
政
九
年
一
二
月
。
東
海
道
関
宿
お
よ
び
奥
州

道
中
氏
家
宿
、
大
田
原
宿
に
つ
き
人
馬
賃
銭
割
増

の
こ
と
。
前
欠
。
関
宿
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
五

年
に
わ
た
り
五
割
増
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
来
年
三
月

よ
り
五
ヵ
年
こ
れ
ま
で
通
り
五
割
増
と
し
、
氏
家

宿
、
大
田
原
宿
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
五
年
に
わ

た
り
四
割
五
分
増
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
向
後
五
ヵ
年

こ
れ
ま
で
通
り
四
割
五
分
増
と
す
る
奥
書
有
り
。

⑵

御
触

　
　
文
政
九
年
一
二
月
。
奥
州
道
中
佐
久
山
宿
、
越

堀
宿
、
茅
野
宿
に
つ
き
、
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ

と
。
こ
れ
ま
で
五
年
に
わ
た
り
四
割
五
分
増
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
向
後
五
ヵ
年
こ
れ
ま
で
通
り
四
割

五
分
増
と
す
る
奥
書
有
り
。

⑶

御
触

　
　
文
政
九
年
一
二
月
。
奥
州
道
中
鬼
怒
川
宿
の
渡

船
賃
銭
三
割
増
と
の
こ
と
。

⑷

御
触

　
　
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
二
月
。
一
橋
儀
同

殿
薨
去
に
付
き
、
今
日
よ
り
普
請
は
七
日
間
、
鳴

物
は
一
四
日
間
停
止
の
こ
と
。
一
橋
儀
同
は
御
三

卿
一
橋
家
の
徳
川
治
済
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』

三
七
一
六
に
所
収
。

⑸

御
触

　
　
文
政
一
〇
年
三
月
。
諸
国
酒
造
に
つ
い
て
、
文

化
三
年
（
一
八
〇
六
）
以
降
、
休
株
の
者
そ
の
他

生
業
と
し
て
い
な
い
者
の
酒
造
を
認
め
て
い
た
御

触
を
一
昨
年
の
文
化
八
年
一
二
月
に
撤
回
し
て
禁

じ
た
こ
と
を
、
こ
の
た
び
以
前
の
通
り
許
容
す
る

旨
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
六
一
六
二
に
所
収
。

⑹

御
触

　
　
文
政
一
〇
年
六
月
。
式
部
卿
殿
逝
去
に
付
き
、

今
日
よ
り
普
請
は
三
日
間
、
鳴
物
は
七
日
間
停
止

の
こ
と
。
式
部
卿
は
御
三
卿
清
水
家
当
主
で
、
徳

川
家
斉
の
一
一
男
の
徳
川
斉
明
（
一
八
二
七

没
）。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
三
七
四
〇
に
所

収
。

⑺

御
触

　
　
文
政
一
〇
年
閏
六
月
三
日
。
松
菊
殿
、
松
平
阿

波
守
養
子
と
な
る
旨
。
松
菊
は
徳
川
家
斉
の
二
二

男
で
後
に
阿
波
国
徳
島
藩
主
と
な
る
蜂
須
賀
斉
裕

（
一
八
六
八
没
）。

⑻

御
触

　
　
文
政
一
〇
年
六
月
五
日
。
紀
五
郎
殿
、
周
丸
殿

に
つ
き
御
台
様
御
養
と
な
る
旨
。
紀
五
郎
は
徳
川

家
斉
の
二
五
男
で
後
に
武
蔵
国
川
越
藩
の
世
嗣
と

な
る
松
平
斉
省
（
一
八
四
一
没
）、
周
丸
は
徳
川

家
斉
の
二
六
男
で
後
に
播
磨
国
明
石
藩
主
と
な
る

松
平
斉
宣
（
一
八
四
四
没
）。
『
御
触
書
天
保
集

成
』
一
〇
三
五
に
所
収
。

⑼

御
触

　
　
文
政
一
〇
年
閏
六
月
。
日
光
道
中
栗
橋
宿
房
川

渡
船
役
、
困
窮
に
付
き
人
馬
渡
船
賃
銭
割
増
と
の

こ
と
。
向
後
五
ヵ
年
に
わ
た
り
三
割
増
と
す
る
奥

書
有
り
。
断
簡
。

���

〔
御
触
写
〕

状
一
通
（
断
簡
）

文
政
九
年
一
二
月
。
古
金
銀
を
明
年
二
月
よ
り
通

用
停
止
の
こ
と
。
古
二
朱
判
も
近
々
通
用
停
止
と

し
、
ま
た
古
金
銀
の
通
用
停
止
以
後
も
通
用
さ
せ
た

り
貯
置
し
て
引
替
え
な
い
こ
と
を
禁
ず
る
旨
。
『
御

触
書
天
保
集
成
』
五
九
八
九
に
所
収
。
前
欠
。
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文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
正
月
六
日
、
禅
林
寺

役
寮
よ
り
六
ヵ
寺
宛
。
関
三
刹
よ
り
の
御
触
の
箇
条

に
つ
い
て
各
寺
院
に
納
得
し
請
印
を
求
め
る
旨
。

�22

奉
願
口
上
書
之
事

状
一
通

文
政
一
一
年
三
月
一
四
日
、
秀
泉
寺
義
峰
外
三
名

よ
り
御
本
山
御
役
寮
衆
中
。
当
寺
末
の
秀
泉
寺
（
に

か
ほ
市
畑
字
石
畑
）
の
一
五
世
太
岳
義
峰
（
一
八
三

五
寂
）
よ
り
、
病
気
に
よ
り
寺
役
勤
め
難
く
隠
居
を

願
う
旨
。
後
席
に
つ
い
て
は
嗣
法
の
弟
子
太
観
長
老

と
す
る
旨
、
檀
中
示
談
の
上
承
知
の
こ
と
。
太
観
は

同
寺
一
六
世
佛
眼
太
観
（
一
八
五
一
寂
）。

�23

〔
御
触
写
〕

状
一
通

以
下
の
御
触
を
巻
紙
に
写
す
。

⑴

御
触

　
　
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
三
月
。
中
山
道
熊

谷
宿
、
源
谷
宿
、
本
庄
宿
、
新
町
宿
、
倉
賀
野

宿
、
高
崎
宿
、
美
濃
路
墨
俣
宿
、
大
垣
宿
、
奥
州

道
中
鍋
掛
宿
、
困
窮
に
付
き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ

と
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ま
で
五
年
に
わ
た

り
四
割
五
分
増
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
向
後
五
年
に
つ

い
て
も
引
続
き
四
割
五
分
増
と
す
る
旨
の
奥
書
有

り
。

⑵

御
触

　
　
文
政
一
一
年
三
月
。
東
海
道
平
塚
宿
、
白
須
賀

宿
、
岡
崎
宿
、
知（
池
）鯉
鮒
宿
、
鳴
海
宿
、
庄
野
宿
、

亀
山
宿
、
水
口
宿
、
石
部
宿
、
草
津
宿
と
桑
名

宿
、
困
窮
に
付
き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。
い
ず

れ
も
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ま
で
五
年
に
わ
た
り
五
割
増

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
向
後
五
年
に
つ
い
て
も
引
続
き

五
割
増
と
す
る
旨
の
奥
書
有
り
。

⑶

御
触

　
　
文
政
一
一
年
四
月
四
日
。
若
君
様
、
大
納
言
任

官
に
あ
た
り
大
納
言
様
、
御
台
様
、
御
簾
中
様
と

称
す
べ
き
旨
。
若
君
様
は
将
軍
徳
川
家
慶
四
男

で
、
後
に
徳
川
家
定
と
し
て
将
軍
と
な
る
徳
川
家

祥
（
一
八
五
八
没
）。
御
簾
中
（
正
室
）
は
鷹
司

任
子
（
一
八
四
八
）。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
二

六
六
に
所
収
。

⑷

御
触

　
　
文
政
一
一
年
六
月
。
中
山
道
和
田
宿
、
塩
尻

宿
、
福
崎
宿
、
上
松
宿
、
須
原
宿
、
野
尻
宿
、
妻

籠
宿
、
馬
籠
宿
、
中
津
川
宿
、
大
井
宿
、
太
田

宿
、
鵠
沼
宿
、
困
窮
に
付
き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ

と
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ま
で
五
年
に
わ
た

り
四
割
五
分
増
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
向
後
五
年
に
つ

い
て
も
引
続
き
四
割
五
分
増
と
す
る
旨
の
奥
書
有

り
。

⑸

御
触

�20

副
達

状
一
通

文
政
一
〇
年
八
月

関
三
箇
寺
鑑
司
よ
り
。
永
平

寺
五
六
世
無
庵
雲
居
禅
師
（
一
八
二
七
寂
）
の
御
隠

居
（
三
月
二
八
日
）
に
と
も
な
い
、
後
席
を
總
寧
寺

の
（
載
庵
）
禹
隣
和
尚
と
し
、
ま
た
總
寧
寺
の
後
席

を
武
蔵
国
本
庄
宿
の
安
養
院
（
三
〇
世
）
壽
山
（
智

鶴
）
和
尚
（
一
八
二
九
寂
）
と
す
る
こ
と
を
支
配
下

寺
院
に
相
触
れ
る
べ
き
旨
。

�2�

添
達

状
一
通
（
前
欠
か
）

ʪจॻʫ1��ɹไ্ޱئॻ೭ࣄ
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文
政
一
一
年
七
月
。
二
朱
判
吹
直
に
付
き
、
来

年
二
月
ま
で
古
二
朱
判
と
新
二
朱
判
と
を
通
用
さ

せ
る
旨
。
以
後
は
通
用
停
止
と
な
る
た
め
引
替
え

す
べ
き
こ
と
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
五
九
九
〇

に
所
収
。

⑹

御
触

文
政
一
一
年
七
月

　
　
中
山
道
下
諏
訪
宿
、
赤
坂
宿
、
困
窮
に
付
き
人

馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ

ま
で
五
年
に
わ
た
り
四
割
五
分
増
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
向
後
五
年
に
つ
い
て
も
引
続
き
四
割
五
分
増
と

す
る
旨
の
奥
書
有
り
。

⑺

御
触

　
　
文
政
一
一
年
八
月
。
大
沼
山
稲
荷
本
社
末
社
そ

の
他
の
御
祈
祷
所
の
修
復
の
た
め
、
出
羽
一
国
の

勧
化
を
求
め
る
旨
。
多
少
に
よ
ら
ず
御
代
官
、
領

主
、
地
頭
よ
り
申
し
渡
す
べ
き
こ
と
。
『
御
触
書

天
保
集
成
』
四
五
〇
二
に
所
収
。

⑻

御
触

　
　
文
政
一
一
年
八
月
一
六
日
。
歓
喜
院
様
薨
去
に

付
き
、
鳴
物
三
日
間
停
止
の
こ
と
。
歓
喜（
心
）院
と

は
、
邦
頼
親
王
の
第
二
王
子
で
輪
王
寺
門
跡
、
天

台
座
主
の
公
澄
入
道
親
王
（
一
八
二
八
没
）。

『
御
触
書
天
保
集
成
』
三
八
三
一
に
所
収
。

⑼

御
触

　
　
文
政
一
一
年
九
月
。
古
金
銀
を
新
金
銀
に
引
替

残
分
多
き
に
付
き
、
程
無
く
古
金
銀
二
朱
判
な
ど

引
替
え
る
べ
き
旨
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
五
九

九
一
に
所
収
。

⑽

御
触

　
　
文
政
一
一
年
九
月
。
昨
年
よ
り
触
出
し
た
る
東

海
道
筋
大
井
川
、
天
龍
川
、
安
倍
川
、
富
士
川
、

相
模
川
並
び
に
信
州
千
曲
川
、
犀
川
通
、
及
び
関

東
筋
、
利
根
川
・
江
戸
川
・
小
見
川
・
鬼
怒
川
・

荒
川
・
烏
川
・
神
流
川
、
下
野
国
稲
荷
川
・
大
谷

川
・
竹
鼻
川
・
渡
良
瀬
川
、
越
後
国
保
倉
川
・
関

川
・
阿
賀
野
川
・
魚
野
川
・
飯
田
川
・
信
濃
川
通

の
河
川
の
国
役
普
請
に
つ
き
、
百
石
に
付
き
銀
二

九
匁
九
分
ず
つ
掛
か
る
こ
と
を
記
し
、
幕
府
領
・

私
領
・
寺
社
領
の
石
高
に
応
じ
た
国
役
金
を
村
々

よ
り
徴
収
す
る
旨
。
当
年
一
〇
月
ま
で
に
御
代
官

野
田
斧
吉
、
井
上
五
郎
左
衛
門
方
へ
案
文
承
け
合

わ
せ
、
同
一
一
月
晦
日
ま
で
に
納
む
べ
き
旨
。
ま

た
寺
社
領
に
つ
い
て
は
別
紙
帳
面
に
相
認
め
御
勘

定
所
へ
差
出
す
べ
き
こ
と
。
た
だ
し
末
尾
に
別
紙

案
文
に
つ
い
て
は
寺
院
に
必
要
な
く
省
略
す
る
旨

の
朱
書
き
有
り
。

⑾

御
触

　
　
文
政
一
一
年
一
一
月
。
西
丸
御
男
子
御
生
誕
な

る
も
思
召
に
付
き
、
御
弘
め
さ
れ
ず
、
御
名
を
松

平
悦
五
郎
と
称
し
、
表
向
御
祝
儀
等
に
及
ば
ず
と

の
旨
。
松
平
悦
五
郎
は
徳
川
家
慶
の
七
男
で
あ
る

が
翌
年
夭
折
す
る
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
一
〇

六
〇
に
所
収
。

⑿

御
触

　
　
文
政
一
一
年
一
〇
月
一
二
日
。
駿
河
守
卒
去
に

付
き
、
鳴
物
今
よ
り
三
日
間
停
止
の
こ
と
。
駿
河

守
は
、
大
和
高
取
藩
主
で
老
中
格
の
植
村
家
長

（
一
八
二
八
没
）。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
三
八

三
二
に
所
収
。

⒀

御
触

　
　
文
政
一
一
年
一
〇
月
二
五
日
。
若
年
寄
堀
大
和

守
に
仰
せ
付
け
ら
る
旨
。
堀
大
和
守
は
、
信
濃
飯

田
藩
主
の
堀
親
寚
（
一
八
四
九
没
）。

⒁

御
触

　
　
文
政
一
一
年
一
一
月
一
日
。
寺
社
奉
行
土
屋
相

模
守
に
仰
せ
付
け
ら
る
旨
。
土
屋
相
模
守
は
常
陸

土
浦
藩
主
の
土
屋
彦
直
（
一
八
四
七
没
）。

⒂

御
触

　
　
文
政
一
一
年
一
一
月
二
二
日
。
水
野
越
前
守
、

内
府
様
（
徳
川
家
慶
）
附
の
加
判
之
列
（
西
丸
老

中
）
と
し
太
田
摂
津
守
を
大
坂
御
城
代
に
仰
せ
付

け
ら
る
旨
。
水
野
越
前
守
は
遠
江
国
浜
松
藩
主
の
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約
を
求
め
る
旨
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
五
九
二

五
に
所
収
。

⒆

関
三
刹
達
書

　
　
文
政
一
一
年
一
一
月
。
以
上
の
御
触
を
支
配
下

寺
院
に
残
ら
ず
達
す
べ
き
こ
と
。

�24

拙
寺
并
配
下
諸
院
人
別
改
証
文
下
書

一
冊
　
　

文
政
一
一
年

当
寺
支
配
下
寺
院
の
人
別
改
証
文
に
お
け
る
寺
内

の
人
数
等
を
紀
し
て
い
る
。
一
部
破
損
部
が
大
き
く

判
読
不
明
。

�25

御
触
写

状
一
通

以
下
の
御
触
を
巻
紙
に
写
す
。

⑴

御
触

　
　
文
政
一
一
年
一
二
月
一
二
日
。
寺
社
奉
行
、
松

平
丹
波
守
に
仰
せ
付
け
ら
る
旨
。
松
平
丹
波
守

は
、
信
濃
松
本
藩
主
松
平
光
年
（
一
八
三
七

没
）。

⑵

御
触

　
　
文
政
一
一
年
一
二
月
。
古
二
朱
判
の
通
用
に
つ

い
て
、
来
年
三
月
以
降
通
用
停
止
と
な
る
の
で
、

停
止
以
後
は
通
用
を
禁
ず
る
旨
。
ま
た
二
朱
判
引

替
に
つ
い
て
引
替
所
ま
で
の
持
送
費
用
と
し
て
、

二
百
両
以
上
は
百
両
に
付
き
銀
一
匁
と
す
る
こ
と

な
ど
を
詳
し
く
規
定
す
る
。
『
御
触
書
天
保
集

成
』
五
九
九
三
に
所
収
。

⑶

御
触

　
　
文
政
一
一
年
一
二
月
。
文
政
二
年
よ
り
都
合
一

〇
年
間
、
困
窮
難
儀
に
付
き
道
中
筋
宿
の
人
馬
賃

銭
、
川
場
渡
海
賃
銭
を
割
増
と
し
て
き
た
こ
と
に

つ
い
て
東
海
道
は
品
川
宿
か
ら
守
口
宿
ま
で
、
今

後
一
〇
年
間
も
引
続
き
二
割
増
、
中
山
道
は
板
橋

宿
か
ら
守
山
、
彦
根
ま
で
、
日
光
道
中
は
千
住
か

ら
鉢
石
ま
で
、
例
幣
使
の
通
る
壬
生
通
、
水
戸
佐

倉
通
、
甲
州
道
中
は
内
藤
新
宿
よ
り
下
諏
訪
ま

で
、
奥
州
道
中
は
白
沢
か
ら
白
川
ま
で
一
割
五
分

増
と
す
る
旨
。
た
だ
し
、
東
海
道
の
小
田
原
、
箱

根
、
三
嶋
、
蒲
原
、
日
坂
、
二
川
、
藤
川
、
石
薬

師
、
坂
之
下
、
中
山
道
の
守
山
、
奥
州
道
中
の
喜

連
川
の
各
宿
に
つ
い
て
は
五
ヵ
年
更
に
三
割
増
と

し
都
合
五
割
増
と
す
る
こ
と
。

⑷

御
触

　
　
文
政
一
一
年
一
二
月
。
諸
国
酒
造
に
つ
い
て
、

文
化
三
年
以
降
、
休
株
の
者
、
就
業
し
て
い
な
い

者
に
も
許
し
て
き
た
が
再
来
年
よ
り
休
株
の
者
、

就
業
し
て
い
な
い
者
の
酒
造
を
禁
ず
る
旨
。
『
御

触
書
天
保
集
成
』
六
一
六
三
に
所
収
。

⑸

御
触

　
　
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
三
月
五
日
。
米
姫

水
野
忠
邦
（
一
八
五
一
没
）。
太
田
摂
津
守
は
遠

江
国
掛
川
藩
主
の
太
田
資
始
（
一
八
六
七
没
）。

⒃

御
触

　
　
文
政
一
一
年
一
一
月
。
二
歩
判
金
、
世
上
通
用

不
足
の
た
め
吹
替
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

二
歩
判
金
は
金
座
極
印
の
文
の
字
を
真
字
か
ら
草

字
に
直
す
旨
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
五
九
九
二

に
所
収
。

⒄

御
触

　
　
文
政
一
一
年
一
一
月
。
中
山
道
安
中
宿
、
贄
川

宿
、
宮
越
宿
、
三
留
野
宿
、
武
佐
宿
、
奥
州
道
中

白
沢
宿
、
甲
州
道
中
鶴
川
宿
、
野
田
尻
宿
、
犬
目

宿
、
東
海
道
岡
部
宿
、
濱
松
宿
、
吉
田
宿
、
大
山

宿
、
東
海
道
富
士
川
、
甲
州
道
中
鶴
川
の
各
宿

場
、
川
場
に
付
き
人
馬
賃
銭
及
び
川
越
賃
銭
割
増

の
こ
と
。
割
増
の
こ
と
。
中
山
道
、
奥
州
道
中
、

甲
州
道
中
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
五
年
に
わ
た
り

四
割
五
分
増
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
向
後
五
年
に
つ
い

て
も
引
続
き
四
割
五
分
増
と
す
る
旨
、
東
海
道
の

各
宿
及
び
富
士
川
に
つ
い
て
は
五
割
増
、
甲
州
道

中
鶴
川
に
つ
い
て
は
三
割
増
と
す
る
奥
書
有
り
。

⒅

御
触

　
　
文
政
一
一
年
一
一
月
。
近
年
引
続
き
の
御
倹
約

に
と
も
な
い
、
来
年
よ
り
五
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
倹
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君
様
御
逝
去
に
付
き
、
今
日
よ
り
鳴
物
三
日
間
停

止
の
こ
と
。
米
姫
君
と
は
、
将
軍
徳
川
家
慶
の
四

女
米
姫
（
一
八
二
九
没
）。

⑹

御
触

　
　
文
政
一
二
年
四
月
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）

雇
主
に
対
し
危
害
を
加
え
て
逃
走
し
た
者
に
人
相

書
を
達
し
た
が
、
今
月
一
五
日
、
被
害
者
の
忰
が

逃
走
し
た
者
を
父
の
敵
と
し
て
討
ち
果
た
し
た

旨
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
六
四
〇
七
に
所
収
。

⑺

御
触

　
　
文
政
一
二
年
六
月
八
日
。
徳
川
太
眞
殿
逝
去
に

付
き
、
普
請
は
今
日
一
日
、
鳴
物
は
七
日
間
停
止

の
こ
と
。
徳
川
太
眞
と
は
御
三
家
紀
伊
和
歌
山
藩

主
の
徳
川
重
倫
（
一
八
二
九
没
）。
『
御
触
書
天

保
集
成
』
三
九
三
三
に
所
収
。

⑻

御
触

　
　
文
政
一
二
年
六
月
。
南
鐐
上
銀
の
一
朱
判
を
新

鋳
す
る
に
あ
た
り
、
一
朱
銀
一
六
枚
で
一
両
と
し

て
通
用
す
る
こ
と
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
五
九

九
四
に
所
収
。

⑼

御
触

　
　
文
政
一
二
年
六
月
。
中
山
道
洗
馬
宿
、
本
山
宿

に
つ
い
て
困
窮
に
付
き
、
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ

と
。
当
年
正
月
今
後
一
〇
年
に
わ
た
り
一
割
五
分

増
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
年
七
月
よ
り
一
〇
年

三
割
増
と
し
都
合
四
割
五
分
と
す
る
旨
。

⑽

御
触

　
　
文
政
一
二
年
七
月
。
南
鐐
上
銀
の
一
朱
判
を
来

る
一
〇
日
よ
り
通
用
す
る
に
あ
た
り
、
取
替
え
る

べ
き
旨
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
五
九
九
六
に
所

収
。

⑾

御
触

　
　
文
政
一
二
年
七
月
。
東
海
道
吉
原
宿
に
つ
い
て

困
窮
に
付
き
、
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。
こ
れ
ま

で
五
ヵ
年
に
わ
た
り
五
割
増
し
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
、
今
後
も
五
ヵ
年
に
わ
た
り
五
割
増
と
す
る

旨
。

⑿

御
触

　
　
文
政
一
二
年
七
月
。
二
分
判
金
（
文
政
二
分
判

金
）
の
吹
増
に
あ
た
り
、
金
座
極
印
の
文
の
字
を

草
字
に
直
し
て
以
前
の
も
の
と
通
用
さ
せ
た
と
こ

ろ
紛
ら
わ
し
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
真
字
の
文
の
字
の
極
印
の
二
歩
判
金
を
所
持

す
る
も
の
は
、
新
た
な
二
分
判
金
に
引
替
え
る
べ

き
こ
と
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
五
九
九
七
に
所

収
。

⒀

御
触

　
　
文
政
一
二
年
七
月
。
西
丸
御
男
子
御
生
誕
な
る

も
思
召
に
付
き
、
御
弘
め
さ
れ
ず
、
御
名
を
松
平

直
丸
と
称
し
、
表
向
御
祝
儀
等
に
及
ば
ず
と
の

旨
。
松
平
直
丸
は
徳
川
家
慶
の
八
男
で
あ
る
が
翌

年
夭
折
す
る
。
『
御
触
書
天
保
集
成
』
一
〇
七
二

に
所
収
。

⒁

御
触

　
　
文
政
一
二
年
八
月
。
美
濃
路
萩
原
宿
、
困
窮
に

付
き
、
人
馬
賃
銭
割
増
と
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で

五
ヵ
年
一
割
五
分
増
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
今
後
三
割

増
と
し
都
合
四
割
五
分
増
と
す
る
旨
の
奥
書
有

り
。

⒂

御
触

　
　
文
政
一
二
年
九
月
二
〇
日
。
御
簾
中
様
御
実
母

去
る
八
日
死
去
に
付
き
、
今
日
よ
り
五
〇
日
一

三
ヵ
月
御
忌
に
服
す
旨
。
御
簾
中
様
は
将
軍
徳
川

家
慶
の
正
室
で
あ
る
楽
宮
喬
子
女
王
（
浄
観
院
）

（
一
八
四
〇
没
）
で
あ
り
、
そ
の
実
母
は
有
栖
川

宮
織
仁
親
王
の
側
室
の
高
木
敦
子
（
常
信
院
）。

『
御
触
書
天
保
集
成
』
三
九
三
五
に
所
収
。

⒃

御
触

　
　
文
政
一
二
年
九
月
。
東
海
道
舞
坂
宿
、
新
居

宿
、
日
光
道
中
宇
都
宮
宿
、
困
窮
に
付
き
、
人
馬

賃
銭
並
び
に
渡
船
賃
銭
割
増
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で

五
ヵ
年
に
わ
た
り
五
割
増
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
今
後
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川
・
阿
賀
野
川
・
魚
野
川
・
飯
田
川
・
信
濃
川
通

の
河
川
の
国
役
普
請
に
つ
き
、
百
石
に
付
き
銀
二

九
匁
九
分
ず
つ
掛
か
る
こ
と
を
記
し
、
幕
府
領
・

私
領
・
寺
社
領
の
石
高
に
応
じ
た
国
役
金
を
村
々

よ
り
徴
収
す
る
旨
。
当
年
一
〇
月
ま
で
に
御
代
官

野
田
斧
吉
、
井
上
五
郎
左
衛
門
方
へ
案
文
承
け
合

わ
せ
、
同
一
一
月
晦
日
ま
で
に
納
む
べ
き
旨
。
ま

た
寺
社
領
に
つ
い
て
は
別
紙
帳
面
に
相
認
め
御
勘

定
所
へ
差
出
す
べ
き
こ
と
。
た
だ
し
末
尾
に
別
紙

案
文
に
つ
い
て
は
寺
院
に
必
要
な
く
省
略
す
る
旨

の
朱
書
き
有
り
。

⒅

御
触

　
　
文
政
一
二
年
一
〇
月
一
六
日
。
水
戸
中
納
言
殿

逝
去
に
付
き
、
今
日
よ
り
普
請
三
日
間
停
止
、
鳴

物
は
七
日
間
停
止
の
こ
と
。
水
戸
中
納
言
は
御
三

家
水
戸
藩
主
徳
川
斉
脩
（
一
八
二
九
没
）。
『
御

触
書
天
保
集
成
』
三
九
三
八
に
所
収
。

⒆

御
触

　
　
文
政
一
二
年
一
〇
月
二
四
日
。
寺
社
奉
行
に
脇

坂
中
務
大
輔
を
仰
せ
付
け
ら
る
旨
。
脇
坂
中
務
大

輔
は
播
磨
国
龍
野
藩
主
の
脇
坂
安
董
（
一
八
四
一

没
）。

⒇

関
三
刹
達
書

　
　
文
政
一
二
年
一
一
月
。
禅
林
寺
宛
。
関
三
刹
の

五
年
も
こ
れ
ま
で
通
り
五
割
増
と
す
る
旨
の
奥
書

有
り
。

⒄

御
触

　
　
文
政
一
二
年
九
月
。
昨
年
よ
り
触
出
し
た
る
東

海
道
筋
大
井
川
、
天
龍
川
、
安
倍
川
、
富
士
川
、

相
模
川
並
び
に
信
州
千
曲
川
、
犀
川
通
、
及
び
関

東
筋
、
利
根
川
・
江
戸
川
・
小
見
川
・
鬼
怒
川
・

荒
川
・
烏
川
・
神
流
川
、
下
野
国
稲
荷
川
・
大
谷

川
・
竹
鼻
川
・
渡
良
瀬
川
、
越
後
国
保
倉
川
・
関 ʪจॻʫ1�5ɹᾘޚ৮ɾᾙޚ৮

ʪจॻʫ1�5 ᾚɹޚ৮（ӈଆ）
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連
印
に
て
右
公
儀
よ
り
の
御
触
を
支
配
下
寺
院
に

残
ら
ず
相
触
れ
る
べ
き
旨
。

�

副
達

　
　
文
政
一
二
年
一
一
月
。
関
三
箇
寺
鑑
司
よ
り
。

總
寧
寺
壽
山
和
尚
御
遷
化
に
付
き
、
後
席
に
当
七

月
よ
り
武
州
柚
木
永
林
寺
瑞
天
和
尚
と
な
る
旨
。

壽
山
和
尚
は
總
寧
寺
四
四
世
の
壽
山
智
鶴
（
一
八

二
九
寂
）
で
、
瑞
天
和
尚
は
東
京
都
八
王
子
市
下

柚
木
の
永
林
寺
二
六
世
で
總
寧
寺
四
五
世
と
な
る

瑞
天
惠
明
（
一
八
三
八
寂
）
と
な
っ
た
旨
、
支
配

下
寺
院
に
相
触
れ
る
べ
き
こ
と
。

�2�

奉
指
上
誤
一
札
之
事

状
一
通
　
　

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
正
月
、
龍
雲
寺
大
道
外

二
名
よ
り
禅
林
寺
御
役
寮
宛
。
当
寺
末
寺
の
龍
雲
寺

に
越
後
新
潟
一
向
宗
の
源
光
寺
登
龍
な
る
も
の
が
御

届
無
く
門
札
を
出
し
た
こ
と
を
訴
え
る
旨
。
大
道
は

に
か
ほ
市
平
沢
字
上
町
の
龍
雲
寺
一
七
世
崇
本
大
道

（
一
八
三
四
寂
）。

�2�

〔
差
上
申
寺
例
証
文
之
事
〕

状
一
通
（
断

簡
）

天
保
四
年
七
月
。
小
砂
川
村
雲
昌
寺
宗（
秀
）岳

外
よ

り
。
前
後
欠
の
た
め
、
内
容
不
詳
な
る
も
、
寺
中
で

の
博
奕
を
禁
じ
た
り
、
実
母
姉
妹
な
ど
の
女
人
を
寺

内
に
留
め
置
く
こ
と
を
し
な
い
こ
と
な
ど
を
列
挙

し
、
公
法
宗
法
を
堅
く
守
っ
て
異
風
異
業
を
し
な
い

こ
と
証
す
る
。
宗
岳
は
に
か
ほ
市
象
潟
町
小
砂
川
字

砂
畑
の
雲
昌
寺
一
七
世
魯
黙
秀
岳
（
一
八
七
六
寂
）

か
。

�2�

奉
願
上
口
上
之
覚

状
一
通
　
　

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
四
月
、
祥
雲
寺
泰
英
外

二
名
よ
り
御
本
山
禅
林
寺
御
役
寮
宛
。
大
泉
寺
隠
居

に
付
き
、
後
席
に
就
く
た
め
移
転
を
願
う
旨
。
泰
英

は
由
利
本
荘
市
矢
島
町
城
内
字
田
屋
ノ
下
の
祥
雲
寺

二
〇
世
雄
軍
泰
英
（
一
八
三
九
寂
）。
同
寺
は
当
寺

末
。

�2�

廻
達

一
冊
　
　

未
年
（
天
保
六
年
〈
一
八
三
五
〉
ヵ
）
閏
七
月
、

禅
林
寺
役
寮
よ
り
。
大
中
寺
晋
山
に
あ
た
っ
て
の
祝

儀
割
出
に
つ
い
て
金
高
と
各
寺
号
に
よ
る
請
印
を
認

め
る
。

�30

〔
御
触
写
〕

状
一
通
（
前
欠
）

以
下
の
御
触
を
巻
紙
に
写
す
。

⑴

御
触

　
　
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
一
二
月
二
三
日
。
御

大
老
職
、
井
伊
掃
部
頭
に
仰
せ
つ
け
ら
る
旨
。
井

伊
掃
部
頭
は
近
江
国
彦
根
藩
主
井
伊
直
亮
（
一
八

五
〇
没
）。

⑵

御
触

ಉӈ（ࠨଆ）
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天
保
七
年
三
月
。
美
濃
路
稲
葉
宿
、
困
窮
に
付

き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
五
ヵ
年
に

わ
た
り
四
割
五
分
増
の
と
こ
ろ
向
後
五
ヵ
年
も
こ

れ
ま
で
通
り
四
割
五
分
増
と
す
る
旨
の
奥
書
有

り
。

⑻

御
触

　
　
天
保
七
年
三
月
。
秤
座
を
認
め
ら
れ
て
い
る
守

随
彦
太
郎
の
改
に
お
い
て
、
手
前
勝
手
に
秤
を
取

り
替
え
た
り
、
掛
目
不
同
の
秤
も
あ
る
こ
と
を
厳

し
く
禁
ず
る
旨
。

⑼

関
三
刹
達
書

　
　
　
天
保
七
年
六
月
、
禅
林
寺
宛
。
右
公
儀
よ
り

の
御
触
を
支
配
下
寺
院
に
残
ら
ず
相
触
れ
る
べ
き

こ
と
。

⑽

副
達

　
　
天
保
七
年
六
月
。
関
三
箇
寺
鑑
司
よ
り
。
下
野

国
茂
木
能
持
院
会
下
祖
雄
長
老
、
常
恒
会
の
首
座

職
の
披
露
を
聞
き
、
落
着
状
を
差
し
与
え
る
も
立

身
せ
ず
出
奔
し
た
件
に
つ
い
て
、
支
配
下
寺
院
中

に
徘
徊
ま
た
は
所
在
を
見
聞
し
す
れ
ば
連
絡
す
べ

き
旨
。

（
以
上
資
料
解
題

委
員

松
田
陽
志
）

ຊ
ࢽ
ܝ
ࡌ
ࢿ
ྉ
ͷ
Ӿ
ཡ
౳
ʹ
ͭ
い
ͯ

本
誌
お
よ
び
、
『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題

集
』
に
公
表
さ
れ
た
資
料
の
閲
覧
な
ら
び
に
複
製
を

希
望
す
る
場
合
に
は
、
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
所
定

の
書
式
に
よ
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
一
五
四
―
八
五
二
五

東
京
都
世
田
谷
区
駒
沢
一
―
二
三
―
一駒

澤
大
学
内

　
　
　
　
　
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
事
務
局
宛

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
六
四
三
二
―
一
五
一
一

　
　
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
正
月
。
国
絵
図
を
改

め
る
に
あ
た
り
御
代
官
に
調
方
仰
せ
付
け
ら
る

旨
。

⑶

御
触

　
　
天
保
七
年
二
月
一
六
日
。
西
丸
御
老
中
格
・
侍

従
に
脇
坂
中
務
大
輔
、
仰
せ
付
け
ら
る
旨
。
脇
坂

中
務
大
輔
は
播
磨
国
龍
野
藩
主
の
脇
坂
安
董
（
一

八
四
一
没
）。

⑷

御
触

　
　
天
保
七
年
二
月
二
六
日
。
寺
社
奉
行
、
牧
野
備

前
守
に
仰
せ
つ
け
ら
る
旨
。
牧
野
備
前
守
は
越
後

国
長
岡
藩
主
の
牧
野
忠
雅
（
一
八
五
八
没
）。

⑸

御
触

　
　
天
保
七
年
二
月
。
中
山
道
河
渡
宿
、
困
窮
に
付

き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
五
ヵ
年
に

わ
た
り
四
割
五
分
割
増
の
と
こ
ろ
向
後
五
ヵ
年
も

こ
れ
ま
で
通
り
四
割
五
分
増
と
す
る
旨
の
奥
書
有

り
。

⑹

御
触

　
　
天
保
七
年
二
月
。
東
海
道
掛
川
宿
、
困
窮
に
付

き
人
馬
賃
銭
割
増
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
五
ヵ
年
に

わ
た
り
五
割
増
の
と
こ
ろ
向
後
五
ヵ
年
も
こ
れ
ま

で
通
り
五
割
増
と
す
る
旨
の
奥
書
有
り
。

⑺

御
触




